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【背景・目的】生活習慣病対策における効果的な支援手法の検討は喫緊の課題である．本研究は、主に肥満の改善につながる食生活支援手法を整理し作成された指導者用ツール「脱メタボリックシンドローム用 食・生活支援ガイド（以下、食・生活ガイド）」の導入による、初回面接から次の継続支援までの約 1 ヶ月半における体重及び腹囲の変化の検討を目的とした． 
【方法】平成 23 年 9 月以降，埼玉県内の H健診機関で，特定保健指導対象者全員に「食・生活支援ガイド」を導入した．9 月から翌年 1 月末までに積極的支援の初回面接を受けた者のうち，支援プログラムで設定されている約 1 ヶ月半後の継続支援を受けた
25 名（男性 16 名，女性 9 名）を介入群とし、平成 21 年度（30 名；男性 20 名，女性 10 名）及び平成 22 年度（24 名；男性 15 名，女性 9名）の同時期に特定保健指導を受けた者をヒストリカル・コントロールとして比較検討した．年度間での基本属性，身体データの比較は，連続変数は一元配置分散分析，Bonferroniの補正による多重比較を行った．カテゴリー変数にはχ2 検定を用いた．さらに，体重及び腹囲の変化量について，初回面接時間及び
BMI を共変量とした共分散分析も行った． 

【結果】対象者の初回面接時の年齢，体重には年度間に差は認められなかったが，腹囲， 

BMI に有意差がみられた（各々p=0.011， 

 

 p=0.045）．初回面接時間は平成 21 年度が有意に短時間（p<0.001）であったが，平成
22 年度と平成 23 年度には差はなかった．ガイド導入後の体重変化量は-1.28±1.46kg，体重変化率は-1.77±2.04％であり，平成 21 年度（0.13±1.36kg，0.24±1.94％），平成 22年度（0.04±0.91kg，0.03±1.31％）に比べて有意差があり、体重減少が大きかった．腹囲変化量には差はなかった．初回面接時間及び
BMI 調整後の体重変化量及び変化率にも有意差が認められた．継続支援までに 1kg 以上の減量をした者の割合は，ガイド導入後は
64.0％と、平成 21 年度（30.0%），平成 22年度（29.2％）に比べて有意に多かった（各々
p=0.012，p=0.015）． 
【結論】「食・生活支援ガイド」のポイントの1つに，対象者の主体性を引き出すことを重視した支援がある。ガイド導入により減量に望ましい効果が示され、また、導入後に大きな時間の変化はなかったことから、ガイドの導入は現場での負担も少なく，効果的な支援につながる可能性が示唆された．今後は6ヵ月後、1年後まで追跡し，さらなる効果検証を行う予定である． 
*本研究は平成 23年度厚生労働科学研究費補助金「生活習慣病対策における行動変容を効果的に促す食生活支援の手法に関する研究」（主任研究者：武見ゆかり）の一部として実施した． 
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